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【「地域らしさ」はデザインできるか？】 
「地域らしさ」の考察は、どこ

から始めればいいのでしょうか。

まずは、この言葉は、私たちのど

こで反応しているのか考えます。

「モーツァルトらしい曲（聴覚）」

「ボルドーワインらしい風味（味

覚・嗅覚）」「自然の木らしい感触(触
覚)」「田舎らしい場所(視覚＋全感
覚)」・・・このように五感すべてに
この「らしさ」は、絡みついてき

ます。また、「東野圭吾らしいスト

ーリー」「大阪人らしい振る舞い」

のように存在の漠然とした印象に

も使われる言葉です。しかし、こ

こに微妙な違いもあります。一つ

には、「京都らしい場所」のように

京都を代表する、いわばシンボリ

ックな場所として表現する際の

「らしさ」と、「男らしい人」とい

うように男全体を代表するという

よりは、「男」に対するイメージを

兼ね備えている「らしさ」の場合

と。まあ、微妙なところですが。

デザインに取り入れる「地域らし

さ」というのは、当然に、後者の

イメージを兼ね備えているという

ことであり、その地域を代表する

ものではなさそうです。とはいう

ものの、パリのエッフェル塔のと

ころでも書いたように、最初は、

パリらしさ、パリのイメージを全

く備えていなくても、時間の積み

重ねの中で、「パリと言えばエッフ

ェル塔、エッフェル塔と言えばパ

リ」というほどまでにその存在を

成長させていくものもあります。 
デザインの世界では、このよう

に現在、あるいは過去の「らしさ」

を継承することと、新しい「らし

さ」を創造する両方の力・役割が

あるということですが、新しく創

造する方についても、ともかく、

地域に受け入れてもらうことが最

低条件となると思われます。 
そのため、当然、「らしさ」は、

その地域の歴史的な、そして風土

等がしっかりと根付いたものであ

り、あるいは、将来、その地域の

歴史や風土に根付いていくもので

あるという条件を備えたものであ

ると考えられます。 
公共空間のデザインを進める際

には、この地域の歴史性や風土と

いうものをどの程度まで掘り下げ

て把握・理解できるか、それも、

地域の中からと、地域の外からの、

主観的および客観的な両方の側面

が必要だと思われます。そして、

この両方の見方がなぜ必要かとい

うと、次のような仮定はできない

でしょうか。それは、先ほど、「地

域らしさ」は、その地域のイメー

ジを兼ね備えたものであると定義

らしいことをしましたが、イメー

ジ（印象？）という漠然としたも

のは、漠然としたことであるとい

うことで浅み深みがあるというこ

とでもありますが、しかし、浅く

ても深くても共通することが「ら

しさ」を支えるイメージであると

思われるということです（塩野七

生の本では、その共通のイメージ

を誰それらしさの「匂い」と称し

ていました）。仮定ですが、恐らく

は、聞きかじりや世間的な伝聞と

しての他者がもつ地域イメージと

いうレベルと、その場所に古くか

ら住んでいる地元民という人々が

持っている自分の住んでいる場所

のイメージというものの両面が、

なんらかの形で連続性が担保され

ているのが、「地域らしさ」の姿で

はないかと思われるからです。 
パリのエッフェル塔のように、

観光客や外国人による表面的なそ

の場所の印象と、地域に根付いた

重厚なその場所の印象とが、相互

に影響し合って生み出されるのが、

その地域の「地域らしさ」かもし

れないということです。 
仮にそうであれば、「地域らし

さ」の検討、あるいは評価をする

際には、客観視と主観視（？）の

両面で、1人称の見方と 3人称の見
方の両面で考える際の共通項、そ

れは具体的なものも抽象的なもの

ものあるでしょうが、その共通項

を見出すことかもしれません。単

純な例として、「男らしさ」を考え

るときに、男が考える「男らしさ」

と女性が考える「男らしさ」がぶ

つかり交わり、そこから生まれる

共通項が、今の「男らしさ」を形

づくっているということです。 
さて、こう考えると、地域らし

さを理解するために、今は、当然

となっている住民参加・市民参加

とは、単なる合意形成のためだけ

でなく、この他者と当事者のイメ

ージの共通項を探るための手続き

として必要なのではないかと思わ

れます。・・・あくまで、仮定が正

しければですが。【続く？】 
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さて、「風景はデザインできるか」というテーマをもとに40号までひっぱ
てきました。そろそろ、別のテーマに移りたいと思いますが、こんなのはど
うでしょうか？「日本らしさ」「九州らしさ」「地域らしさ」。この「らしさ」
というのは個性とはまた違うあいまいさを持った表現だと思いますが、「地
域らしさは、デザインに組み込めるのか」を少し考えてみたいと思います。 

男らしさをバージョンアップするための本？に、そのヒントが！！？？。 
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というところで、40号を締めく
くろうと思っていたところ、ふと、

「・・・風」という言葉を思い出

した。この何々風という「風」と

「らしさ」の違い。私は、雲泥の

違いがあると考えている。そして、

もしかしたら、多くの「○○らし

い」街づくりが、この○○風とい

う考えで行われ、失敗しているの

ではないかと、ふと、思った。 
 
かつて、15年ほど前に、大学の

特別講義の講師に呼ばれた時、人

工と自然の違いをテーマに話した

ことがあるが、そのときおもしろ

がって学生に話だしたのが「カニ

風味のカニカマボコ」の是非論で

ある。この「京風」「和風」という

言葉は、「らしさ」とことなり、極

めていかがわしいところがある。

このカニカマボコのときに話した

のが、サラダ料理に使うカニらし

いく誤魔化す、いわば、味覚をだ

ますために人工的に作り上げたも

のがカニカマボコであるというこ

とで、それは人工物の限界を表し

ている最たるものとして紹介した。

人工物とは、ある目的と機能を満

足するために作られたものであり、

カニカマボコは、本物のカニと違

い、サラダとして用いるときだけ

カニに化けることができるが、煮

たり焼いたりと、いろいろな料理

を創作しようとすると、すぐに化

けの皮を表し、単なるカマボコに

戻ってしまう。一方の生きている

ほうの本物のカニは、別に人間に

食べられる料理のために存在する

わけではないし、ましては、サラ

ダのために存在するものでない。

人工物のように目的と機能がセッ

トになっている訳でない。そのた

め、カニ特有の味わいが、どのよ

うに料理しようと出てくる、とい

うか、それがカニだから、どのよ

うに料理しようとカニはカニであ

るということである。 
これをデザインの世界に当ては

めてみると、和風の家というもの

は、ある特定の目的、空間のイメ

ージを日本の建物ぽっくすること、

例えば、木材や畳、あるいは障子

を使うことで生み出すことができ

る建物であり、それは日本らしさ

を表した建物ではない。アメリカ

のド真ん中でも和風の建築物はで

きるが、日本らしい建物というと

なると、そう簡単にいかないだろ

う。これは、先ほどのことでいえ

ば、他者の持つ表面的な側面での

イメージだけで、作り上げること

が可能だということであり、安易

なものである。自然と人工物の対

比でいえば、人工的に生み出すも

のとして目的と機能が一致すれば

それで OK ということである。自
然物としての存在は、その存在そ

のものであり、塩野七生の本でい

えば、その存在の匂いというもの

が醸し出されているか否かという

ことである。「男風」といえば女性

だし、「女風」といえば男である。

ともかく、「カニ風」と「カニらし

い」は、偽物と本物の違いに匹敵

するほどの違いがあるということ

だ。「カニ風」は、カニのように、

カニらしく振舞うが、カニではな

い別のものである。一方の「カニ

らしい味」は、カニの中のカニ、

カニそのものの味であり、代表的

な、本物の存在である。 
さて、これまで多くの公共デザ

インを考える際に、地域らしさと

いうものを考慮する機会が多々あ

ったと思うが、「○○風」という偽

物のことを地域らしさと言ってき

たことはないのか。安易に、表面

的なイメージのみをつかみ、これ

が地域らしさですと言ってこなか

ったか。山口だからミカン。伊万

里だから焼物。下関だからフグ。

これはどれもこれも、「山口風」「伊

万里風」「下関風」デザインである。 
多自然川づくりをやっていると

きに、「ああぁぁ、勘違いシリーズ」

というものを提案したことがある

が、蛇行している川が自然風であ

ると考え、不自然に川岸をカーブ

させた護岸で固めた例、水際が多

孔質であることが自然風だという

ことで、穴のあいたブロック護岸

を配置した例。そんなものは 10年
前に駆逐されたかと思っていたが、

この「○○らしさ」を今まできち

んと議論し、定義してこなかった

弊害が、今でもしっかりと根付い

ているのではないか。らしさを装

った偽物の○○風のデザインを今

でも勘違いしてやっていないのか。

そんな心配が、ふとしたので、一

気にここまで書き綴ってしまった。 
さて、来週のデザインレターも、

この「らしさ」のテーマで書き足

しておかないと、いけないのでは

ないかとアルコールの入った頭で

今考えている。（岡村さん、100号
記念プロジェクトどうしましょ

う？？？？）【続く】 


